	エアコンのガス漏れ点検・整備基準
（サイトグラスがある車両）
	制定　　年　　月　　日

改定　　年　　月　　日

	目　的
	オゾン層の破壊、地球温暖化に強く影響を与えるカーエアコンの冷媒のガス漏れを早期に発見すること。エアコンの効きが悪いため、エアコンの非効率使用による燃費悪化を抑制する。

	概　要
	サイトグラスによる冷媒量の点検。

	　冷　媒　量　点　検
	点検者
	整備管理者とドライバー
	点検時期
	１ヶ月に１回

	
	点検方法

	サイトグラスにより、気泡の流れをチェックする

【ドライバー】

運転席で以下の操作

1 エンジンを始動し、エアコンスイッチをONにする。
2 内外気切り替えを内気循環にする。
3 ファンスイッチをHi（強）にする。
4 エンジン回転数を1500回転まで徐々にあげていく。
【整備管理者】　

サイトグラスにより冷媒の気泡の状態を確認する。
■適否の判断基準

【正常】
適　　正：アイドリング状態でほとんど気泡が含まれていない（２～３個見える程度）。アイドル回転数から1500回転までエンジンの回転数を徐々に上げていくと気泡が消えて透明になる。

【異常】
過充てん：気泡が全く含まれていない。この場合は高低圧力が共に高く、冷えが悪い。
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不　　足：気泡が連続的に通過する。
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	点検整備の記録
	『グリーン経営車両点検・整備記録表』に正常であれば○、異常と判断された場合は×を記入する。

	
	異常時の対応
	『点検整備連絡シート』に記入し、整備工場に点検と整備を依頼する。


	エアコンのガス漏れ点検・整備基準
（サイトグラスがない車両）
	制定　　年　　月　　日

改定　　年　　月　　日

	目　的
	オゾン層の破壊、地球温暖化に強く影響を与えるカーエアコンの冷媒のガス漏れを早期に発見すること。エアコンの効きが悪いため、エアコンの非効率使用による燃費悪化を抑制する。

	概　要
	体感等による効き具合の点検。

	体感等によるチェック
	点検者
	ドライバー
	点検時期
	乗務中

	
	点検方法
	乗務中にエアコンに異常がないかを体感等によりチェックする。
【ドライバー】

1 エアコンの効き具合を体感によりチェックする。

2 エアコン使用時の燃費やアクセルの反応に大きな変化がないか注意する。

■適否の判断基準

【正常】
通常と変わりなくエアコンが効いている状態。
【異常】　
・外気温、日照条件などを考慮しても明らかにエアコンの効きが悪くなった場合。
・エアコンの使用時に極端に燃費や加速が悪くなった場合。



	
	点検整備の記録
	『運転日報』の備考エアコンチェック欄に正常であれば○、異常と判断された場合は×を記入する。

	
	異常時の

対応
	『点検整備連絡シート』に記入し、整備工場に点検と整備を依頼する。


注）マニホールドゲージ等による点検は手間が掛かることから、サイトグラスによるチェックは簡易的な点検方法として有益です。

サイトグラスが装備されていない車も増えていますが、上記のように体感等を利用してガス漏れ点検を行うのが良いでしょう。
サイトグラス
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